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一
、
ヤ
マ
ト
名
義
の
諸
説

　
ヤ
マ
ト
の
語
義
を
探
る
方
法
と
し
て
は
、

　
第
一
、
　
ヤ
マ
ト
と
云
う
地
名
を
網
羅
し
て
、
其
の
地
名
命
名
の
時
期
・
地

形
・
伝
承
・
祭
神
等
を
微
細
に
検
査
し
て
、
其
の
共
通
性
を
帰
納
す
る
か
、

　
第
二
、
ヤ
・
マ
・
ト
と
分
解
し
て
そ
の
一
音
一
音
の
持
つ
意
味
を
考
え
る
か
、

或
は
ヤ
マ
ー
ト
・
ヤ
ー
マ
ト
の
語
に
分
解
し
て
其
の
意
味
を
探
る
か
、
或
は

　
第
三
、
ア
イ
ヌ
語
・
朝
鮮
語
・
マ
レ
ー
語
等
日
本
の
隣
接
諸
民
族
の
古
代
語

を
研
究
し
て
、
比
較
考
究
し
て
見
る
の
外
、
方
法
は
な
か
ろ
う
と
思
う
。
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
第
一
の
方
法
を
試
み
た
人
に
鏡
味
完
二
氏
が
あ
る
。
氏
は
五
万
分
の
～
地
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

図
其
他
か
ら
、
ヤ
マ
ト
地
名
を
抽
出
し
、
同
氏
が
最
初
に
発
表
し
た
ヤ
マ
ト
ー

　
　
　
　
　
　
　
③

山
峡
説
を
否
定
し
て
、
　
「
地
形
説
は
成
り
立
た
な
い
。
従
っ
て
之
を
他
に
求
め

ね
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
た
。

④　
坂
本
太
郎
博
士
は
和
名
抄
、
肥
前
風
土
記
、
建
久
図
繍
帳
よ
り
、
ヤ
マ
ト
地

名
を
摘
嵐
し
、
又
カ
ハ
ト
・
サ
カ
ト
・
セ
ト
・
シ
マ
ト
・
ミ
ナ
ト
・
ミ
ト
・
ツ

ト
等
の
地
名
も
調
査
参
照
し
て
、
地
形
語
転
化
説
を
述
べ
ら
れ
た
。

　
第
二
の
方
法
の
う
ち
、
ヤ
・
マ
・
ト
と
分
解
し
て
、
そ
の
意
味
を
考
え
た
考

察
は
管
見
に
は
の
ぼ
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
ヤ
マ
ー
ト
と
分
け
て
考
え
た
説
は
多
い
。
ヤ
マ
を
山
に
あ
て
る
こ
と
に
、
異

論
は
な
い
が
、
ト
の
解
釈
に
つ
い
て
は
諸
説
が
存
す
る
。
　
・
跡
・
処
・
門
・

戸
・
峡
・
外
・
聞
・
都
富
・
宇
都
等
の
他
に
、
同
じ
「
処
」
で
も
山
の
あ
る
処
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

山
に
囲
ま
れ
た
処
な
ど
解
釈
は
雑
多
で
あ
る
。
　
又
石
田
一
良
氏
に
よ
れ
ば
、

「
戸
と
は
ド
ア
ー
そ
の
も
の
の
意
寮
は
な
く
て
、
A
地
点
と
B
地
点
を
結
ぶ
所
、

す
な
わ
ち
ド
ァ
…
の
立
て
ら
れ
る
処
を
、
昔
は
ト
と
呼
び
、
主
と
し
て
海
に
用

い
ら
れ
た
。
川
で
は
瀬
、
山
で
は
坂
が
之
に
当
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
ヤ
ー
マ
ト
と
分
解
し
て
、
説
明
せ
ら
れ
た
の
は
、
白
鳥
庫
吉
博
士
で
あ
る
。

「
ヤ
」
接
頭
語
「
マ
ト
」
美
称
と
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
⑥

　
第
三
の
方
法
は
、
ア
イ
ヌ
語
学
考
の
説
で
、
ヤ
マ
ト
は
ヤ
ム
ト
エ
の
転
託
で
、

ヤ
ム
は
栗
、
ト
エ
は
多
く
あ
る
の
意
味
で
あ
る
か
ら
、
菓
の
多
い
処
を
意
味
す

　
　
　
　
　
　
⑨

る
、
と
し
て
い
る
。
鏡
味
幽
7
6
二
氏
は
ヤ
マ
ト
は
マ
レ
ー
語
の
ヤ
マ
ツ
ア
ソ
に
そ

の
語
原
を
求
め
る
が
よ
い
、
と
せ
ら
カ
た
。
ヤ
マ
ツ
ア
ン
に
は
陛
下
・
主
権
者
・

王
と
云
う
意
が
あ
る
と
い
う
。
従
っ
て
天
皇
の
居
所
を
ヤ
マ
ト
と
呼
ぶ
様
に
な
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つ
た
、
と
説
く
の
で
あ
る
。

二
、
ヤ
マ
ト
地
名
の
分
布

　
私
も
全
国
に
分
布
し
て
い
る
ヤ
マ
ト
地
名
を
探
っ
て
、
九
十
一
個
と
類
似
地

名
六
個
を
細
得
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
類
似
地
名
と
い
う
の
は
、
大
分
大
学
の
富
来
氏
が
あ
げ
て
い
ら
れ
る
福
岡
県

門
司
市
山
門
の
外
五
箇
で
門
司
市
山
門
は
同
市
中
山
主
導
氏
や
、
中
尾
仙
松
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
モ
ン

に
よ
れ
ば
、
現
在
ヤ
マ
カ
ド
と
発
音
し
て
居
り
、
玉
泉
寺
の
山
門
が
あ
っ
た
所

だ
と
い
う
。

　
佐
賀
県
三
養
基
郡
山
途
川
は
肥
前
風
土
記
に
見
え
る
が
、
こ
れ
は
土
地
の
神

官
筑
紫
収
一
二
氏
や
、
町
長
天
本
龍
之
助
氏
に
よ
れ
ば
、
ヤ
マ
ヂ
川
と
読
む
べ
き

だ
と
の
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
マ
ト

　
愛
媛
県
喜
多
郡
五
十
崎
町
山
上
坂
は
附
近
に
鳥
坂
城
が
あ
る
こ
と
よ
り
考
え

て
、
山
の
鳥
坂
の
意
に
解
す
る
と
ヤ
マ
ト
地
名
で
は
な
く
な
る
。

⑪
　
三
重
県
伊
勢
市
大
屋
門
は
、
倭
姫
命
世
記
に
出
て
来
る
地
名
で
あ
り
、
有
名

な
外
宮
の
渡
会
延
佳
は
、
こ
れ
を
大
ヤ
マ
ト
と
読
ん
で
い
る
。
し
か
も
倭
専
一

世
記
に
よ
れ
ば
、
最
初
は
こ
れ
を
普
通
名
詞
に
使
っ
て
い
る
稀
有
の
例
で
あ
る

が
、
神
宮
司
庁
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
オ
オ
ヤ
ト
と
読
み
、
現
在
ヤ
ド

が
崎
と
呼
ん
で
い
る
処
が
そ
れ
で
あ
る
と
い
う
。

　
秋
田
県
仙
北
郡
南
外
村
大
和
野
は
、
同
村
戸
籍
係
氏
に
よ
れ
ば
、
明
治
以
前

か
ら
、
オ
オ
ワ
ノ
と
呼
ん
で
い
た
由
で
あ
り
、
青
森
県
東
津
軽
郡
東
平
内
村
大

和
山
は
、
田
沢
康
三
郎
氏
に
よ
巾
ば
宗
教
団
体
名
で
あ
っ
て
決
し
て
地
名
で
は

な
い
と
い
う
。

　
右
以
外
に
九
十
一
個
の
ヤ
マ
ト
地
名
が
、
鹿
児
島
県
大
島
郡
か
ら
、
北
海
道

斜
里
郡
に
亘
っ
て
日
本
全
国
に
分
布
し
て
い
る
。

　
私
は
熊
本
県
菊
池
郡
か
ら
福
島
県
耶
馬
郡
に
わ
た
っ
て
其
の
大
部
分
の
地
を

実
地
に
踏
ん
で
、
親
し
く
大
和
地
名
が
如
何
な
る
歴
史
と
伝
統
を
持
ち
、
ま
た

ど
ん
な
地
形
の
処
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
か
を
考
え
て
見
た
。

三
、
種
種
の
意
味
と
命
名
動
機
を
持
つ
ヤ
マ
ト

　
　
ヤ
マ
ト
地
名
の
命
名
の
動
機
と
意
味
を
考
え
て
見
る
と
必
ず
し
も
同
一
で
は

　
な
い
。
こ
れ
等
を
二
つ
に
大
別
出
来
る
と
思
う
。
　
「
大
和
」
と
い
う
文
字
が
、

　
定
め
ら
れ
る
以
前
と
以
後
と
に
お
い
て
、
ヤ
マ
ト
の
意
味
は
す
っ
か
り
変
っ
て

　
い
る
。
　
「
大
和
」
の
字
が
あ
て
ら
贈
る
様
に
な
っ
て
か
ら
、
ヤ
マ
ト
本
来
の
意

　
味
と
は
別
な
、
和
合
と
い
う
点
に
重
き
を
置
い
た
地
名
が
沢
山
出
来
た
。

　
　
た
だ
し
本
稿
で
取
扱
う
の
は
、
ヤ
マ
ト
本
来
の
意
味
を
さ
ぐ
る
の
に
、
手
掛

　
う
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
次
の
地
点
で
あ
っ
て
、
新
し
い
も
の
は
す
べ

　
て
割
愛
し
た
。

　
　
1
、
鹿
児
島
県
大
島
郡
大
和
村
・
大
和
間
切
、
大
和
浜

　
。
2
、
同
県
田
水
郡
東
町
山
門
野

　
　
3
、
同
県
同
郡
江
内
村
山
門
院
木
牟
礼

　
　
4
、
熊
本
県
菊
池
郡
山
門
郷
（
水
源
村
？
）
　
（
今
不
明
）

・
　
5
、
大
分
県
宇
佐
郡
向
野
郷
山
戸
又
は
大
和
（
今
不
明
）

　
　
6
、
福
岡
県
福
岡
市
下
山
門
（
元
早
良
郡
山
即
題
）

　
　
7
、
同
県
山
門
郡
山
門
郷
（
今
不
明
）

　
　
8
、
愛
媛
県
喜
多
郡
大
和
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
オ
ワ
　
サ

　
　
9
、
剛
山
県
上
房
郡
賀
陽
町
大
和
山
（
神
社
名
は
大
和
山
神
社
と
坪
ん
で
い

　
　
　
る
。
）
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firマト重1皇名考 （：P　l⊥1）

　
憩
、
同
県
英
田
郡
林
野
町
肉
外
野

　
1
1
、
鳥
取
県
西
伯
郡
大
和
村

　
1
2
、
兵
庫
県
津
名
郡
岩
屋
町
大
和
島

　
1
3
、
奈
良
県
大
和
国

　
1
4
、
同
鼠
大
和
国
造
の
大
和
国
（
盆
地
の
束
半
）

　
1
5
、
同
県
天
理
市
大
和
（
旧
大
和
郷
の
…
部
）

　
1
6
、
滋
賀
県
大
津
市
坂
本
大
和
、
倭
神
社

　
1
7
、
三
重
県
一
志
郡
小
心
郷
（
又
は
小
山
戸
郷
）

　
1
8
、
岐
凶
漁
揖
斐
郡
揖
斐
川
町
大
和
（
元
大
和
村
）

　
1
9
、
新
潟
県
西
頸
城
郡
糸
魚
川
町
大
和
川

　
2
0
、
栃
木
県
（
下
）
都
賀
郡
山
人
郷
（
今
不
明
）

右
の
中
で
も
ど
れ
ま
で
が
第
一
義
的
な
ヤ
マ
ト
地
名
で
あ
る
か
も
不
明
で
あ
り
、

又
明
か
に
古
い
時
代
に
移
植
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
地
名
も
少

く
な
い
。
し
か
し
ま
だ
ヤ
マ
ト
と
い
う
意
味
が
わ
か
っ
て
い
た
頃
に
移
植
さ
れ

た
地
名
な
ら
ば
、
恐
ら
く
ヤ
マ
ト
の
語
義
を
採
る
手
が
か
り
に
も
な
る
だ
ろ
う

と
考
え
て
、
以
上
の
土
地
は
特
別
詳
し
く
調
査
し
た
。

　
一
応
古
い
時
代
に
移
埴
さ
れ
た
地
名
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
は
、
次
の
諸

地
名
で
あ
る
。

　
1
、
鹿
児
島
県
大
島
郡
の
大
和
村
、
大
和
間
切
・
大
和
浜

　
7
、
福
岡
県
山
門
郡
山
門
郷

　
9
、
岡
山
県
上
房
郡
賀
陽
町
大
和
山

　
1
1
、
鳥
取
嬢
西
伯
郡
大
和
村

　
1
2
、
兵
庫
県
津
名
郡
岩
屋
町
大
和
島

　
1
6
、
滋
賀
県
大
津
市
坂
本
大
和
、
四
神
往

　
1
7
、
三
重
県
一
志
郡
小
倭
郷
（
又
は
小
袖
戸
郷
）

　
1
8
、
岐
阜
県
揖
斐
郡
揖
斐
川
町
大
和

　
1
9
、
新
潟
県
西
頸
城
郡
糸
魚
川
町
大
和
川

　
1
の
大
島
郡
大
和
は
、
歴
史
か
ら
考
え
て
恐
ら
く
奈
良
時
代
以
後
の
命
名
と

考
え
ら
れ
る
。
又
大
和
浜
・
大
和
間
切
の
名
も
、
地
形
と
い
5
よ
り
、
大
和
と

の
連
絡
地
と
い
う
意
味
で
、
つ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
、
予
想
し
て
い
た
が
、

同
村
役
場
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
此
の
地
方
で
は
都
会
地
や
人
口
多
き
所
を
ヤ

マ
ト
と
云
う
そ
う
で
、
こ
れ
は
お
ら
ぶ
（
叫
ぶ
）
つ
と
め
て
（
朝
早
く
）
等
万

葉
集
や
枕
草
紙
時
代
の
言
葉
が
残
っ
て
、
日
常
使
用
さ
れ
て
い
る
同
地
方
の
言

葉
と
し
て
、
注
目
す
る
価
値
が
あ
る
と
一
応
は
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
こ
れ

も
大
島
と
九
州
本
島
と
の
関
係
位
置
か
ら
ヤ
マ
ト
に
そ
う
い
う
意
味
も
包
ま
れ

る
様
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
5
か
。

　
1
3
の
淡
路
津
名
郡
の
大
和
島
は
、

　
　
天
ざ
か
る
ひ
な
の
長
路
ゆ
恋
い
来
れ
ば

　
　
　
明
石
の
門
よ
り
大
和
望
見
ゆ

の
歌
に
よ
っ
て
名
ず
け
ら
れ
た
物
と
考
え
る
。

　
右
以
外
の
7
・
9
・
1
1
・
1
6
・
1
7
・
1
8
・
1
9
は
、
三
輪
の
神
と
大
和
地
名
の

結
び
つ
き
か
ら
考
え
て
、
近
畿
大
和
の
地
名
の
伝
播
と
考
え
た
い
。
以
下
理
由

を
簡
単
に
述
べ
て
見
よ
う
。

四
、
ヤ
マ
ト
と
三
輪

　
奈
良
県
大
和
に
大
和
神
社
が
あ
り
、
其
の
爾
に
近
く
一
二
輪
の
地
に
三
輪
神
社

が
あ
る
。
共
に
営
て
は
延
喜
式
の
名
神
大
で
あ
り
、
官
幣
大
社
で
あ
っ
た
。
和

名
抄
で
今
一
つ
薯
名
な
ヤ
マ
ト
は
、
福
岡
県
山
門
郡
山
門
郷
で
あ
り
、
之
は
多
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く
の
邪
馬
歯
九
州
説
者
に
女
王
の
都
し
た
所
と
考
え
ら
れ
て
い
る
所
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
も
相
接
し
て
、
太
神
（
オ
オ
が
又
は
オ
オ
ミ
ワ
）
郷
、
白
鳥
郷
、
大
江

郷
が
あ
る
。

　
又
滋
賀
県
大
津
市
阪
本
字
大
和
に
あ
る
倭
神
社
（
現
在
は
祭
神
は
日
本
武
尊

と
な
っ
て
い
る
が
、
宮
司
さ
ん
の
話
で
は
中
途
で
変
更
さ
れ
た
様
に
思
う
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
や
は
り
倭
国
魂
神
を
祀
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
）
　
の
北

近
く
に
ミ
ワ
の
神
を
祀
る
大
比
宝
神
祉
別
名
大
宮
が
あ
り
、
互
に
関
係
が
深
い
。

徳
島
県
の
倭
国
魂
神
社
の
東
に
は
ミ
ワ
の
神
の
親
を
祀
る
と
伝
え
る
大
宮
神
社

が
あ
り
、
同
地
の
荒
岡
俊
文
氏
も
、
大
ミ
ワ
の
転
出
で
は
な
い
か
と
云
っ
て
い

ら
れ
る
し
同
神
社
の
南
を
流
れ
る
吉
野
川
の
廻
り
具
合
か
ら
考
え
て
正
し
く
大

神
神
社
で
あ
っ
て
滋
賀
県
の
例
に
似
て
い
る
。

　
岡
山
県
上
房
郡
大
和
山
の
麓
大
字
北
小
字
大
神
に
大
神
（
オ
オ
ミ
ワ
）
神
社

が
あ
っ
た
が
、
明
治
四
十
二
年
他
の
神
社
と
合
祀
し
て
社
名
を
失
し
た
。
鳥
取

　
　
　
　
　
　
　
　
県
西
伯
郡
大
和
村
は
古
く
か
ら
大
和
郷
と
称
し
伯
爵
大

　
　
　
　
　
　
　
　
山
の
麓
に
あ
る
が
、
そ
こ
の
三
輪
神
社
は
附
近
で
も
有

　
　
　
　
　
　
　
　
名
な
古
社
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
庫
県
淡
路
の
倭
大
国
群
類
挫
の
あ
る
地
名
を
ミ
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
と
云
う
。
岐
阜
県
揖
斐
川
町
大
和
神
社
の
や
や
下
手

　
　
　
　
　
　
　
　
に
三
輪
神
社
が
あ
り
、
共
に
堂
々
と
し
た
、
由
緒
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
げ
な
神
社
で
あ
り
、
大
和
村
誌
に
よ
れ
ば
、
二
腰
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　
深
い
関
係
が
あ
る
と
云
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
の
大
和
川
は
現
在
の
糸
魚
川
市
の
東
部
を
流

　
　
　
　
　
　
　
　
れ
、
元
劃
一
郡
に
属
し
た
所
で
あ
る
が
、
旧
事
本
紀
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
十
国
造
本
紀
に
よ
れ
ば
、
久
比
隣
（
吃
逆
）
国
造
と
大

和
直
は
同
祖
で
あ
る
と
し
て
い
る
か
ら
古
い
名
な
の
で
あ
ろ
う
。
糸
魚
川
高
校

の
裂
大
和
川
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
所
に
、
越
後
一
宮
天
津
社
が
あ
り
」
延
喜
式
の

大
神
（
オ
オ
ミ
ワ
）
の
社
で
は
な
い
か
と
云
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
附
近
に
は
ミ

ワ
の
神
の
別
名
八
千
矛
神
の
言
問
わ
れ
た
有
名
な
沼
河
比
売
を
祀
る
神
社
も
多

い
。

　
岡
山
県
英
田
郡
山
外
野
に
は
、
ミ
ワ
の
神
の
別
名
大
已
貴
神
を
祀
る
白
山
神

社
が
あ
り
、
三
重
県
小
知
郷
に
も
白
山
神
社
と
ミ
ワ
の
神
を
祀
る
金
比
羅
宮
が

あ
っ
た
が
、
今
は
白
肉
神
社
に
合
併
さ
れ
た
。
少
し
離
れ
た
所
だ
が
、
恐
ら
く

は
昔
は
小
倭
六
十
六
郷
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
雲

出
本
町
に
倭
国
魂
神
を
祀
る
雲
出
神
社
が
あ
る
。

　
こ
の
様
に
諸
国
に
ヤ
マ
ト
と
ミ
ワ
の
神
を
麗
る
神
社
が
関
連
し
て
出
て
来
る

の
を
見
る
と
、
こ
れ
が
偶
然
の
一
致
で
あ
る
か
、
そ
こ
に
必
然
的
な
関
係
が
あ

る
の
か
を
考
え
て
見
な
い
で
は
居
ら
れ
な
く
な
っ
て
来
る
。
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今
大
和
盆
地
の
策
の
山
裾
を
見
る
と
多
く
の
式
内
社
が
並
ん
で
い
る
。
そ
の

う
ち
今
私
の
注
目
す
る
の
は
、
大
和
坐
大
国
魂
神
社
三
坐
・
狭
井
潮
面
口
荒
魂

神
社
、
大
神
大
物
主
神
社
で
あ
る
。
　
大
和
坐
大
国
魂
神
社
に
は
、
　
倭
大
国
暗

事
・
八
千
識
神
・
御
年
神
が
祀
ら
れ
、
倭
大
圏
魂
神
は
大
国
主
神
の
荒
事
で
あ

る
と
云
わ
れ
て
い
る
。
八
千
矛
神
は
旧
事
本
紀
巻
四
地
神
本
紀
に
よ
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
ウ

　
「
大
己
貴
神
　
亦
名
大
国
主
神
、
亦
云
畠
大
物
主
神
納
亦
云
晃
国
造
大
穴
牟

　
ト
　
　
　
　
　
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

罫
描
輔
亦
云
量
大
国
玉
神
↓
亦
云
＝
顕
見
質
玉
神
↓
亦
云
昌
葦
原
醜
雄
命
一
亦

ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
テ
　
リ
　
　
　
ツ
ノ

云
昌
八
千
矛
神
⑩
蚊
有
二
八
選
一
乎
。
」

　
と
あ
る
大
已
識
神
の
別
名
で
あ
っ
て
、
即
ち
三
輪
の
祭
神
と
同
じ
で
あ
る
。

サ
イ
ニ
ヰ
　
ロ
ス
オ
オ
ミ
ワ
ア
ラ
ミ
ク
マ

狭
井
偉
大
神
算
魂
神
社
の
祭
神
は
、
大
日
本
地
名
辞
書
に
よ
れ
ば
、
　
「
大
物
主

神
の
蜀
魂
（
一
国
大
国
魂
神
）
及
び
和
魂
（
一
大
物
主
神
・
ミ
ワ
．
の
祭
神
）
な

ら
び
に
神
の
御
子
事
代
主
命
、
姫
踊
輔
五
十
鈴
下
命
、
妃
勢
夜
多
良
比
売
命
を

祀
る
。
即
ち
大
倭
社
の
別
社
。
」
　
と
云
う
。
右
の
話
は
大
和
神
社
に
も
同
じ
く

伝
え
て
居
り
、
嘗
て
は
大
和
神
社
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
が
、
現
在
は
三
輪
神

社
の
摂
社
の
観
を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
社
に
も
大
禰
社
と
三
輪
社
の
密
接
な
結

び
つ
き
が
見
ら
れ
る
。
猶
大
和
・
三
輪
の
神
及
び
そ
れ
を
祀
る
人
々
の
間
に
密

接
な
関
係
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
阪
の
田
中
卓
氏
の
「
芸
林
第
五
巻
・

第
一
・
第
二
・
第
三
巻
」
に
物
さ
れ
た
「
古
代
出
雲
致
」
に
啓
発
さ
れ
る
こ
と

　
　
　
　
　
ご
も
ワ

が
多
い
。
大
神
大
物
主
神
益
は
人
も
知
る
如
く
、
大
国
主
神
の
和
魂
を
祀
る
神

で
、
大
和
神
社
と
並
び
称
せ
ら
れ
る
古
社
で
あ
る
。

　
右
の
様
な
次
第
で
、
諸
国
に
大
士
神
社
と
大
三
輪
神
社
の
並
び
存
す
る
こ
と

が
、
偶
然
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
両
神
社
の
並
び
存
す
る

大
和
国
・
滋
賀
県
・
岐
阜
県
揖
斐
川
町
の
ヤ
マ
ト
地
名
が
、
い
ず
れ
か
一
つ
の

所
か
ら
移
植
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
誰
も
が
、
考
え
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。

　
唯
新
潟
県
糸
魚
川
で
は
、
大
和
川
の
名
は
あ
っ
て
も
大
和
神
社
は
な
く
、
福

岡
県
山
門
郷
に
も
山
門
郷
の
名
は
あ
っ
て
も
大
和
神
社
は
な
い
。
同
様
に
鳥
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
オ
ワ

県
西
伯
郡
に
も
大
和
郷
だ
け
で
大
和
神
社
は
な
く
、
岡
山
県
上
房
郡
に
は
大
和

サ山
神
社
が
あ
っ
て
も
大
和
神
社
と
は
呼
ん
で
い
な
い
。
従
っ
て
之
等
の
地
名
と

ミ
ワ
の
神
と
は
有
機
的
関
係
が
あ
る
と
見
る
べ
き
か
大
和
神
社
が
忘
れ
ら
れ
た

と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

⑫
　
志
賀
剛
先
生
の
大
和
神
社
新
考
に
よ
れ
ば
、
大
同
年
間
に
は
ま
だ
大
神
神
社

よ
り
、
大
和
神
社
の
方
が
神
戸
が
多
か
っ
た
と
云
う
。
然
る
に
今
は
三
輪
大
神

の
方
が
民
間
の
信
仰
も
大
で
、
殊
に
正
月
の
参
詣
人
の
具
合
等
見
て
い
る
と
比

較
に
な
ら
な
い
。
も
し
国
家
の
保
護
が
な
か
っ
た
ら
、
大
和
神
祉
の
方
は
何
所

迄
も
退
転
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
滋
賀
県
の
例
を
見
て
も
大
国
主
神
を
黙
る
日

吉
神
社
が
、
延
暦
寺
の
興
隆
と
共
に
急
激
に
隆
盛
に
向
つ
た
有
様
が
よ
く
看
取

せ
ら
れ
る
。
此
の
様
に
し
て
三
輪
の
神
と
大
和
の
地
名
の
み
残
っ
て
い
っ
た
の

だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
又
新
潟
県
大
和
川
に
は
大
和
痩
と
呼
ぶ
人
が
居
っ
た
と

伝
え
る
以
上
は
嘗
て
大
和
神
社
や
大
和
と
云
う
土
地
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
。
又
次
の
様
な
関
係
か
ら
三
輪
神
を
祀
る
附
近
に
大
和
の
地
名

が
残
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
即
ち
書
紀
の
崇
神
天
皇
の
条
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
り
　
　
む
　
　
む

　
　
此
の
御
酒
は
我
御
酒
な
ら
ず
大
和
な
す

　
　
　
大
物
主
の
醸
み
し
御
酒
幾
久
幾
久

　
の
歌
が
あ
り
、
又
延
喜
式
神
名
帳
播
摩
国
完
粟
郡
の
条
に
「
大
倭
脚
半
主
神

社
」
が
あ
る
。
即
ち
大
物
主
神
や
其
の
御
子
神
で
あ
る
物
代
主
神
（
事
代
主
神
）

は
．
出
雲
の
神
と
し
て
で
は
な
く
、
大
和
の
神
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
蒔
代
の
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
此
の
様
な
関
係
か
ら
、
三
輪
神
の
あ
る
所
に
、
ヤ

マ
ト
の
名
の
つ
け
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
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唯
此
の
論
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
大
国
主
命
関
係
の
社
が
、
国
土
の
神
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

て
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
の
で
、
三
輪
神
が
あ
る
か
ら
と
云
っ
て
、
す
ぐ
三
輪

と
他
の
地
名
と
を
結
び
つ
け
る
危
険
は
自
慰
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

五
、
第
開
次
的
地
名
ヤ
マ
ト

　
右
に
見
た
よ
う
に
、
ヤ
マ
ト
地
名
と
ミ
ワ
地
名
が
組
に
な
っ
て
．
出
て
来
る
所

で
は
、
ど
ち
ら
か
が
本
拠
で
あ
り
、
他
は
其
の
地
名
が
移
さ
れ
て
来
た
も
の
だ

と
云
え
る
と
思
う
。
し
か
ら
ば
ど
こ
の
ヤ
マ
ト
ー
ミ
ワ
が
本
源
で
あ
ろ
う
か
。

⑭
　
　
　
　
　
　
⑱

　
太
田
亮
博
士
、
和
田
清
博
士
、
橋
本
増
吉
博
士
、
鏡
味
民
は
九
州
大
和
地
名

東
遷
説
で
あ
る
。
し
か
し
太
田
説
は
、
神
話
も
皆
史
実
と
し
て
立
論
さ
れ
た
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

察
で
あ
り
、
鏡
味
氏
も
単
に
其
の
説
を
継
承
さ
れ
た
に
過
ぎ
ぬ
。
橋
本
・
和
田

説
は
共
に
坂
本
太
郎
博
士
に
よ
っ
て
其
の
無
理
を
挽
判
さ
れ
て
い
る
。

　
●
私
は
寸
法
倭
人
伝
の
時
代
に
果
し
て
山
門
郷
地
方
に
ヤ
マ
ト
な
る
名
が
あ
っ

た
か
ど
う
か
を
疑
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
山
門
郡
の
山
門
の
地
は
何
時
頃

か
ら
彼
地
に
出
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
山
門
な
る
地
名
は
、
日
本
武
尊
や
景

行
天
皇
の
熊
襲
征
伐
伝
説
に
も
現
わ
れ
ず
、
古
事
記
に
は
一
度
も
記
載
さ
れ
な

い
ば
か
り
か
、
た
ま
た
ま
神
功
皇
后
紀
に
出
て
来
る
記
事
た
る
や
、
極
め
て
矛

盾
す
る
所
の
多
い
も
の
で
あ
る
。
矛
盾
多
い
田
濾
欝
積
討
滅
の
記
事
以
外
で
山

門
の
名
の
嵐
て
来
る
の
は
、
重
日
本
紀
神
護
慶
雲
四
年
を
以
て
初
出
と
す
る
。

　
九
州
に
延
喜
式
で
三
輪
神
と
し
て
出
て
来
る
の
は
夜
須
郡
一
座
小
と
あ
る
於

保
奈
牟
智
神
と
、
鹿
児
島
県
姶
良
郡
隼
人
町
に
あ
る
大
穴
持
神
社
で
あ
る
。

　
福
岡
県
夜
須
郡
の
方
は
、
書
紀
に
田
油
津
媛
導
爆
の
年
皇
后
が
社
を
建
て
、

刀
矛
を
奉
り
給
う
た
と
伝
え
、
姶
良
郡
の
方
は
、
続
日
本
紀
光
仁
天
皇
宝
亀
九

年
十
二
月
甲
申
十
二
日
の
条
に
「
虫
ぬ
る
神
講
中
、
大
隅
国
有
レ
神
、
造
レ
嶋
、
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其
名
篇
晶
大
穴
尊
神
一
至
レ
是
三
焦
官
社
一
」
と
あ
る
も
の
で
黒
川
火
に
よ
っ
て

出
来
た
島
に
祀
ら
れ
た
ら
し
く
、
神
功
皇
后
紀
を
何
所
迄
必
ず
る
か
問
題
が
あ

る
と
し
て
も
、
兎
に
角
、
神
功
皇
盾
以
後
奈
良
時
代
の
間
に
代
表
的
三
輪
祉
が

九
州
へ
勧
請
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

　
今
山
門
郡
の
郷
名
を
見
る
と
、
太
神
郷
・
山
門
郷
・
白
鳥
郷
・
大
江
郷
・
鷹

尾
郷
の
五
郷
よ
り
な
り
、
太
神
郷
の
上
限
は
右
の
例
よ
り
し
て
略
推
察
出
来
る

し
、
日
本
武
尊
を
祀
る
白
鳥
神
社
の
あ
る
白
鳥
郷
も
、
命
名
さ
れ
た
上
限
は
白

鳥
伝
説
の
起
る
以
前
に
は
求
め
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
山
門
地
名
の
起
り
も
凡
そ

前
二
丁
と
同
じ
頃
と
考
え
て
も
大
過
な
か
る
べ
く
、
又
三
輪
の
神
は
近
畿
よ
り
、

白
鳥
神
社
の
日
本
武
尊
の
伝
説
も
大
和
朝
廷
に
か
ら
ま
る
も
の
よ
り
伝
わ
っ
て

来
た
と
す
れ
ば
、
ヤ
マ
ト
も
近
畿
よ
り
来
た
地
名
と
す
る
方
が
、
自
然
の
様
に

考
え
ら
れ
る
。

　
滋
賀
県
坂
本
に
あ
る
大
和
の
地
名
は
、
山
家
要
略
記
に
見
え
る
。

　
「
元
慶
七
年
（
八
八
簗
年
）
西
三
条
女
御
施
入
、
当
国
滋
賀
郡
大
和
庄
云
々
」

　
と
あ
る
の
が
初
見
で
、
九
〇
一
年
の
延
喜
式
に
は
倭
神
社
の
名
が
現
わ
れ
て

来
る
。
日
吉
神
社
に
は
大
山
産
神
と
大
工
露
量
と
を
祀
る
が
、
大
粟
費
神
に
つ

い
て
は
、
日
吉
禰
宜
口
伝
抄
に
、

　
大
比
叡
宮
　
天
智
七
年
戊
辰
、
詔
鴨
賀
島
八
二
孫
心
志
麻
呂
、
広
大
和
国
三

輪
大
己
貴
神
於
比
叡
山
口
日
大
比
叡
宮
云
々

　
と
あ
る
の
に
よ
る
と
、
之
も
大
和
国
よ
り
伝
わ
っ
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

　
岐
阜
県
大
和
神
社
は
正
史
に
は
見
え
な
い
が
、
大
神
郷
の
方
は
続
日
本
紀
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ワ
ノ

　
「
大
宝
二
年
（
七
〇
二
年
）
美
濃
国
大
野
郡
（
現
揖
斐
郡
）
人
神
人
太
、
献

八
蹄
馬
云
々
」

　
と
あ
る
の
を
初
見
と
す
る
が
、
之
だ
け
で
は
大
和
国
と
の
関
係
は
明
瞭
で
は

な
い
。
鳥
取
県
酉
伯
郡
大
神
神
祉
は
古
書
と
し
て
は
、
延
喜
式
神
名
帳
に
載
せ

て
あ
る
の
を
初
見
と
す
る
が
、
同
村
役
場
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
極
暑
天
皇
頃

近
畿
大
和
か
ら
移
七
て
来
た
と
云
う
伝
え
が
あ
る
と
云
う
。
新
潟
県
の
も
の
は
、

古
事
記
や
国
造
本
紀
に
載
っ
て
い
る
事
か
ら
考
え
れ
ば
、
余
程
古
い
い
わ
れ
の

あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
其
の
辺
鄙
さ
か
ら
考
え
て
こ
こ
を
ミ
ワ
・
ヤ
マ

ト
型
地
名
の
発
祥
地
と
考
え
る
に
は
大
き
な
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
以
上
の
点
を
考
え
る
と
、
ヤ
マ
ト
ー
ミ
ワ
型
地
名
の
本
拠
は
近
畿
大
和
と
考

え
て
よ
く
、
他
の
ヤ
マ
ト
ニ
ミ
ワ
型
地
名
の
所
に
も
ヤ
マ
ト
本
来
の
意
味
を
知

っ
て
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
所
に
ヤ
一
．
ト
神
社
を
祀
る
な
り
、
ヤ
マ
ト
地
名
を

つ
け
る
な
り
し
た
か
も
知
れ
な
い
の
で
十
分
に
参
考
に
は
す
る
が
、
第
一
次
的

な
ヤ
マ
ト
の
意
義
を
質
ね
る
に
は
、
や
や
資
料
価
値
が
劣
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。　

右
以
外
の
2
・
3
の
出
水
郡
の
山
門
野
や
山
門
院
、
4
の
菊
池
郡
の
山
門

郷
・
5
の
宇
佐
郡
の
山
戸
或
は
大
和
、
6
の
元
早
良
郡
山
門
庄
、
8
の
喜
多
郡

大
和
川
、
1
0
の
英
田
郡
山
外
野
、
1
4
の
大
和
国
造
の
大
和
国
（
盆
地
の
東
半
）
、

20

ﾌ
栃
木
県
の
山
人
郷
に
こ
そ
第
一
義
的
意
味
が
探
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
出
水
郡
の
山
門
院
な
る
地
名
は
嘗
て
は
郡
内
の
な
か
ば
以
上
を
占

め
て
い
た
そ
う
で
あ
っ
て
、
そ
の
ヤ
マ
ト
地
名
の
起
つ
た
核
の
部
分
は
既
に
明

か
で
は
な
い
。
又
菊
池
郡
の
山
門
郷
も
今
で
は
そ
の
地
名
の
痕
跡
も
残
っ
て
い

ず
、
水
源
村
地
方
の
古
老
に
聞
い
て
見
て
も
全
く
心
当
り
が
な
い
と
云
う
。
宇

佐
郡
の
山
戸
或
は
大
和
も
現
在
は
既
に
消
滅
し
て
い
る
。
栃
木
県
の
山
人
郷
も

周
様
に
既
に
求
め
る
す
べ
も
な
い
。

　
愛
媛
県
大
和
川
は
、
肱
川
合
流
点
附
近
か
ら
眺
め
る
と
、
両
側
か
ら
山
の
迫

る
谷
に
、
川
水
が
流
れ
る
様
は
、
明
石
海
峡
（
明
石
の
ト
）
と
川
巾
の
広
さ
ご
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そ
変
わ
れ
、
横
か
ら
の
眺
め
は
よ
く
似
て
い
る
。
ヤ
マ
ト
ー
山
峡
説
を
考
え
し

め
る
一
例
で
あ
る
。

　
岡
山
県
山
外
野
は
、
四
周
を
山
に
囲
ま
れ
た
た
て
・
よ
こ
七
〇
〇
米
位
の
広

さ
を
持
つ
盆
地
で
、
盆
地
の
ど
の
部
分
を
最
初
に
山
外
と
呼
ん
だ
か
が
わ
か
ら

な
い
限
り
、
各
種
の
地
形
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
ヤ
マ
ト
の
意
味
が
つ
か

め
な
い
。
谷
の
出
口
に
山
口
と
い
う
地
名
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
と
関
連
し
て
考

え
様
と
し
た
が
、
谷
内
の
盆
地
で
こ
そ
あ
れ
、
山
外
と
云
わ
る
べ
き
土
地
で
は

毛
頭
な
い
。

　
元
早
良
郡
山
無
手
に
は
今
下
山
門
と
云
う
部
落
名
が
残
っ
て
い
る
。
こ
こ
は

山
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
で
、
山
も
二
百
米
以
下
の
丘
陵
が
あ
る
だ
け
で
あ

っ
て
、
も
は
や
下
山
門
部
落
と
山
と
の
関
係
は
、
見
出
せ
な
か
っ
た
。
か
つ
て

の
山
門
庄
や
上
山
門
は
も
っ
と
山
麓
迄
広
が
っ
て
い
て
、
地
名
の
起
り
は
む
し

ろ
そ
の
方
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
奈
良
県
大
和
の
場
合
も
最
初
に
ヤ
マ
ト
と
つ
け
ら
れ
た
部
分
が
大
和
国
の
何

所
で
あ
る
か
を
つ
き
つ
め
る
べ
き
必
要
が
あ
る
。

　
国
造
本
紀
に
よ
れ
ば
、
大
和
盆
地
の
中
に
大
倭
国
造
と
蔦
城
国
造
が
あ
っ
て
、

大
和
圃
以
前
に
盆
地
の
東
部
に
大
倭
国
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
之
は
、

書
紀
仁
徳
天
皇
三
十
年
の
条
に
盤
電
卓
の
歌
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

　
「
つ
ぎ
ね
ふ
や
　
山
背
河
を
、
宮
上
り
我
が
上
れ
ば
、
青
丹
よ
し
奈
良
を
過

　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
む

　
ぎ
、
を
だ
て
倭
を
過
ぎ
、
我
が
見
ま
欲
し
国
は
葛
城
高
宮
我
家
の
あ
た
り
」

と
あ
る
倭
や
葛
城
に
相
当
し
、
大
和
国
以
前
の
小
地
域
を
さ
し
て
い
る
。
あ
た

か
も
之
は
、
北
葛
城
郡
の
馬
見
古
墳
群
に
後
を
残
し
た
国
が
葛
城
で
あ
り
、
盾

並
古
墳
群
に
後
を
残
し
た
地
方
が
奈
良
で
あ
り
、
柳
本
古
墳
群
に
後
を
し
の
ば

せ
る
国
が
倭
で
あ
っ
た
古
墳
最
盛
期
の
頃
の
名
前
を
、
記
録
に
と
ど
め
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
倭
の
国
の
中
心
と
な
っ
た
所
は
、
恐
ら
く
倭
国
魂
神
を
祀
っ
た
と
云
う

長
尾
市
の
住
ん
で
い
た
長
尾
の
地
細
の
柳
本
の
東
長
岡
の
あ
た
り
で
は
な
か
ろ

う
か
。
こ
れ
も
い
ざ
と
な
れ
ば
誠
に
漠
然
と
し
て
い
る
。

　
と
も
あ
れ
、
奈
良
盆
地
の
東
端
、
山
の
辺
の
道
に
沿
っ
て
、
山
口
・
山
田
・

長
山
・
長
岡
・
中
山
と
山
に
関
係
あ
る
地
名
が
並
び
郡
名
も
又
山
辺
郡
と
あ
る

の
と
、
下
山
門
・
大
和
川
の
例
よ
り
考
え
合
わ
せ
て
、
坂
本
太
郎
博
土
も
述
べ

ら
れ
た
様
に
、
山
と
云
う
地
形
語
と
ト
と
い
う
語
が
合
し
て
ヤ
マ
ト
と
な
っ
た

と
考
え
る
の
が
、
最
も
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
然
ら
ば
ト
を
ど
の
様
に
解
し

た
ら
よ
か
ろ
う
か
。

　
右
の
ま
ま
で
は
余
り
実
例
に
乏
し
い
の
で
、
古
代
に
移
植
さ
れ
た
と
推
定
し

た
土
地
も
併
せ
て
次
に
そ
の
意
味
を
考
え
て
見
よ
う
。

　
　
六
、
ヤ
マ
ト
の
ト
の
意
味
　
　
・

　
　
　
　
　
⑰

　
柳
本
の
東
、
長
岳
寺
の
あ
た
り
や
、
滋
賀
県
坂
本
の
倭
神
社
及
そ
の
西
北
の

大
和
部
落
の
あ
た
り
か
ら
西
へ
、
道
の
入
り
込
ん
で
い
る
具
合
は
、
山
裾
な
ら

ど
こ
に
で
も
見
ら
れ
る
姿
で
あ
る
が
、
仮
に
今
の
語
で
名
を
つ
け
る
な
ら
、
山

フ
モ
ト

麓
、
山
本
、
山
口
、
山
の
登
り
口
と
で
も
名
付
け
た
い
地
形
で
あ
る
。
山
門
郡

東
山
村
山
門
は
、
福
岡
県
史
資
料
第
三
輯
七
〇
〇
買
に
よ
れ
ば
明
治
九
年
、
藤

之
尾
、
堤
、
朝
日
の
一
二
村
を
合
併
し
て
出
来
た
村
で
、
現
在
東
山
村
の
一
部
と

な
っ
て
い
る
所
で
あ
っ
て
、
現
在
の
山
門
は
田
園
の
中
に
あ
り
直
接
由
と
は
関

係
は
な
い
。
し
か
し
山
門
郡
の
桑
名
の
配
畳
を
考
え
て
見
る
と
、
本
吉
・
蒲
池

山
里
は
恐
ら
く
、
其
の
郷
内
に
含
ま
れ
て
い
た
所
と
考
え
て
差
支
な
い
。
又
其

　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
の

の
地
形
は
を
だ
て
大
和
の
地
形
と
同
じ
で
あ
る
。
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ヤマト地名考（中山）

　
岐
阜
梁
の
大
和
も
後
に
山
を
控
え
て
い
る
が
、
や
や
肉
は
低
く
、
山
と
の
関

係
も
は
っ
き
り
見
出
せ
な
い
の
は
二
次
的
な
大
和
地
名
で
あ
る
関
係
で
あ
ろ
う

か
。　

以
上
古
い
型
の
ヤ
マ
ト
地
名
の
あ
る
所
を
通
じ
て
云
え
る
こ
と
は
、
　
「
後
に

四
・
五
百
米
以
下
の
山
が
連
な
る
山
麓
に
あ
り
、
（
岡
山
県
大
焼
山
の
み
例
外
）

そ
こ
は
一
本
の
道
が
山
に
向
っ
て
行
こ
う
と
す
る
所
で
も
あ
る
」
と
云
え
る
。

　
之
を
要
す
る
に
、
日
本
全
体
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
ヤ
マ
ト
地
名
の
約
五
分
の

四
は
明
治
以
後
の
命
名
に
か
か
り
、
命
名
の
大
部
分
は
大
ぎ
く
和
し
よ
う
と
云

う
願
望
や
雅
名
と
し
て
の
大
和
か
ら
来
て
い
る
。
第
一
次
的
な
ヤ
マ
ト
と
は

「
山
と
ト
と
云
う
語
の
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
云
う
先
学
の
説
が
正
し
い
で

あ
ろ
う
。
但
し
ト
の
意
味
は
「
峡
、
門
、
麓
、
本
、
戸
」
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ

う
が
、
現
在
の
資
料
の
み
で
は
、
そ
の
い
ず
れ
か
と
は
決
め
得
な
い
。

　
た
だ
各
地
を
廻
っ
て
い
え
る
こ
と
は
、
　
「
ヤ
」
　
「
マ
ト
」
と
分
け
ら
れ
た
白

鳥
博
士
の
説
や
、
ヤ
マ
ッ
ア
ン
説
を
唱
え
ら
れ
た
鏡
味
氏
の
説
は
、
信
実
性
が

な
さ
そ
う
に
思
え
る
し
、
山
の
あ
る
処
、
山
に
囲
ま
れ
た
処
、
山
都
富
・
山
宇

都
説
も
実
地
に
は
あ
わ
な
い
様
に
思
う
。
又
栗
の
木
の
多
い
と
こ
ろ
と
い
う
説

も
積
極
的
に
は
推
し
か
ね
る
。

七
、
ト
の
音
韻
の
問
題

　
と
こ
ろ
が
大
森
志
郎
氏
の
「
魏
志
倭
人
伝
の
研
究
第
六
章
、
上
代
の
日
本
語

と
倭
人
伝
の
名
辞
の
評
定
」
に
述
べ
ら
れ
た
ヤ
マ
ト
の
音
韻
の
研
究
に
よ
れ
ば

大
和
と
山
門
、
由
門
院
、
山
外
野
、
山
戸
と
は
明
瞭
な
音
韻
上
の
区
別
が
あ
り
、

之
を
同
じ
に
扱
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
。

　
氏
に
よ
れ
ば
、
万
葉
仮
名
時
代
の
ト
に
は
、
明
瞭
に
甲
類
・
乙
類
の
別
が
あ

り　
甲
類
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は

　
（
音
）
刀
土
斗
杜
度
渡
妬
観
徒
塗
都
図
屠

　
（
訓
）
外
戸
門
砺
砥
利
速
聰
で
あ
り

　
乙
類
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
も
の
に
は
、

　
（
音
）
止
三
等
郡
竜
燈
藤
苔
愚
暗
台

　
（
訓
）
迩
跡
追
十
型
常
飛
が
あ
る
と
い
う
。

　
而
し
て
山
門
・
山
外
・
山
戸
皆
甲
類
で
あ
る
の
に
、
大
和
に
あ
て
た
万
葉
仮

名
耶
馬
騰
・
夜
麻
登
・
夜
摩
苔
・
椰
磨
等
・
山
常
・
八
門
跡
は
魏
志
倭
人
俵
の

邪
馬
台
の
台
と
同
じ
く
、
皆
乙
類
で
あ
っ
て
、
一
つ
も
例
外
は
な
い
と
云
う
の

で
あ
る
。

　
し
か
し
古
事
記
や
風
土
記
に
現
わ
れ
て
い
る
地
名
伝
説
を
見
る
と
、
果
し
て

上
代
人
が
大
森
氏
が
い
わ
れ
る
程
、
音
韻
に
敏
感
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
は
、

疑
問
が
あ
る
し
、
仮
に
当
時
は
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
以
前
の
ず
っ

と
古
い
時
代
に
、
同
一
語
源
か
ら
出
た
ヤ
マ
ト
に
も
、
発
音
の
変
化
と
い
う
も

の
が
な
か
っ
た
か
ど
う
か
、
に
疑
問
が
あ
る
。

八
、
甲
類
と
乙
類
の
ヤ
マ
ト
地
名
の
分
布

　
い
わ
ゆ
る
甲
類
ト
の
ヤ
マ
ト
地
名
の
分
布
を
見
る
と
、

鹿
児
島
県
山
門
院
・
山
門
野
・
熊
本
県
山
門
郷

　
福
岡
県
山
門
郡
・
同
下
山
門
・
大
分
県
山
戸
・
岡
山
県
山
外
野
と
岡
山
県
以

　
西
に
分
布
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
乙
類
ト
の
古
い
大
和
の
分
布
は
、

鹿
児
島
大
島
郡
の
例
を
除
い
て
、
愛
媛
県
大
和
川
・
鳥
取
県
大
和
郷
を
始
め

と
し
て
、
皆
そ
れ
よ
り
東
に
分
布
し
て
い
る
。
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故
に
私
は
甲
類
・
乙
類
の
違
い
は
、
ヤ
マ
ト
に
関
し
て
は
、
勉
方
差
に
よ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

九
、
結
　
　
語

　
以
上
概
述
し
た
様
に
、
足
ま
め
に
集
め
た
ヤ
岬
、
ト
地
名
か
ら
帰
納
さ
れ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

と
は
、
ヤ
マ
｝
地
名
の
本
来
の
も
の
は
地
形
語
山
に
接
尾
語
ト
を
加
え
た
も
の

で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
国
名
に
迄
昇
格
し
た
の
は
単
な
る
偶
然
に
過
ぎ
な
い
。
又

魏
志
倭
人
伝
に
は
、
当
時
奴
国
附
近
か
ら
水
行
三
十
日
陸
行
一
月
行
程
の
処
に

邪
馬
蝿
と
い
う
女
王
の
都
す
る
処
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
以
上
の
考
察
の
過
程

を
通
じ
て
、
山
門
郡
ヤ
マ
ト
よ
り
は
大
和
国
ヤ
マ
ト
の
方
が
邪
馬
台
国
と
し
て

適
当
で
あ
る
様
に
思
え
た
。
猶
肉
ト
の
＋
の
よ
り
厳
密
な
意
味
に
つ
い
て
は
、

カ
ハ
ト
・
サ
カ
ト
・
セ
ト
・
シ
マ
ト
・
ミ
ナ
ト
・
ミ
ト
・
ツ
ト
・
ノ
ト
・
ホ

ト
・
等
の
実
地
に
つ
い
て
研
究
す
る
外
方
法
は
な
か
ろ
う
と
思
う
。

①
鏡
味
氏
は
五
万
分
ツ
地
形
図
よ
り
同
一
地
名
を
網
羅
し
、
其
の
共
通
性
を

見
出
し
、
結
論
を
出
す
と
云
う
方
法
を
常
に
取
ら
れ
、
多
く
の
地
名
考
を
既

に
出
さ
れ
た
が
、
右
論
文
に
於
て
は
、
惜
し
む
ら
く
は
蒐
集
さ
れ
た
実
例
が

少
く
、
且
、
現
地
に
行
っ
て
之
を
踏
査
す
る
労
を
省
か
れ
、
又
そ
の
地
名
の

っ
け
ら
れ
た
最
初
の
土
地
を
探
究
し
、
歴
史
的
考
察
を
加
え
る
と
云
う
手
続

を
ふ
ま
れ
な
か
っ
た
為
、
結
論
に
於
て
不
十
分
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
を
免
れ

な
い
。

②
地
名
の
類
似
的
配
列
と
其
の
解
釈
、
東
北
地
理
五
巻
五
一
－
五
四
頁
（
昭
、

二
八
）

③
新
地
理
第
二
巻
第
四
号
ヒ
ノ
ク
ニ
と
ヤ
マ
ト
の
地
名
（
昭
二
九
、
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

ヤ
マ
ト
を
「
山
戸
」
と
解
す
る
こ
と
は
、
奈
良
盆
地
や
有
明
湾
岸
（
有
明
海

岸
の
誤
？
・
）
の
よ
う
な
、
広
潤
な
地
域
の
地
形
か
ら
は
困
難
で
あ
り
、
恐
ら

く
九
州
や
奈
良
累
の
大
和
に
つ
い
で
諸
地
方
に
伝
播
し
た
大
和
の
各
地
名
の

地
形
が
由
間
の
狭
溢
に
付
け
ら
れ
て
い
な
い
寮
実
が
あ
る
か
ら
、
明
か
に
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

マ
ト
の
地
形
説
は
成
り
立
た
な
い
。
ま
た
「
山
処
」
と
解
し
出
の
あ
る
所
と

云
う
考
え
も
到
る
所
に
山
の
あ
る
日
本
に
何
故
北
九
州
の
山
門
や
、
奈
良
盆

地
の
み
に
、
こ
の
名
が
与
え
ら
れ
、
反
っ
て
由
［
嶽
の
多
い
地
方
に
多
数
の
実

例
が
存
し
な
い
と
云
う
矛
盾
が
あ
る
。

④
魏
志
倭
人
伝
雑
考
四
、
ヤ
マ
ト
の
名
称
と
文
字
、
邪
馬
台
国
－
宵
代
史
研

究
第
一
集
－
所
収
。

⑤
○
山
処

　
○
山
迩

　
○
山
跡

　
○
山
門

　
○
山
戸

　
○
山
峡

　
○
山
外

○
山
間

○
山
都
蜜

○
出
宇
都

○
山
の
あ
る
処
国
丹
考
。

○
山
に
囲
ま
れ
た
処
、
吉
田
東
伍
氏
大
日
本
地
名
辞
書
大
和
圏
の
条
。

松
岡
静
雄
氏
日
本
古
語
辞
典

下
学
集
、
神
皇
正
統
記

日
本
書
紀
憂
慮
、
弘
仁
私
記
序
注

万
葉
考

延
喜
開
題
記

鏡
味
氏
　
②
参
照

泰
山
集
に
生
駒
山
の
外
の
故
山
外
と
云
う
と
あ
り
、

山
門
郡
山
門
近
く
の
弥
永
氏
は
八
女
郡
川
崎
村
山
内
に
対
す
る

語
と
さ
れ
た
。

吉
田
東
伍
誓
事
日
本
地
名
辞
書
伊
勢
国
一
志
郡
小
聖
郷
の
条

　
国
号
考

　
国
号
考

　
　
　
　
　
　
松
騰
氏
、
前
記
書
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⑥
昭
和
蕊
一
年
一
月
二
十
一
日
京
都
学
大
に
於
け
る
目
障
武
尊
に
関
す
る
講

演⑦
白
鳥
庫
吉
氏
邪
馬
台
国
に
つ
い
て
（
考
古
学
雑
誌
一
ニ
ノ
一
一
）

⑧
ア
イ
ヌ
語
辞
典

⑨
前
掲
ヒ
ノ
ク
ニ
と
ヤ
マ
ト
の
地
名
、
此
の
際
注
意
す
べ
き
は
、
マ
レ
ー
語

に
も
千
七
百
年
の
間
に
は
変
化
が
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い

し
、
千
七
百
年
前
に
日
本
に
は
、
堅
砦
王
、
伊
都
王
、
倭
女
王
の
外
ま
だ
王

を
称
す
る
も
の
が
あ
っ
た
筈
で
鏡
味
氏
の
考
え
ら
れ
る
様
に
王
は
唯
一
人
で

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

⑩
史
学
雑
誌
六
十
三
編
四
号
、
富
来
判
子
「
魏
翌
翌
馬
台
の
新
考
察
－
宇
佐

ヤ
マ
ト
に
つ
い
て
」

⑲
従
昌
其
上
一
幸
行
。
小
島
在
支
。
其
島
坐
菰
山
末
河
内
見
廻
給
天
。
如
晶
大
屋

門
前
｝
在
レ
地
支
。
其
処
上
坐
天
。
其
処
名
弩
昌
大
屋
門
一
歳
。

⑫
神
道
史
研
究
第
四
巻
第
四
号
、
「
志
賀
剛
氏
大
歌
神
社
新
考
、
」

⑬
唯
大
国
主
命
関
係
の
神
社
は
、
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
も
の
で
、
命
関
係

の
神
社
と
し
て
、
三
輪
神
の
み
ら
な
ず
、
比
叡
神
社
、
白
幽
神
社
、
琴
平
神

社
迄
動
員
し
た
日
に
は
、
日
本
申
之
に
関
係
の
な
い
所
を
さ
が
す
方
が
無
理

な
の
で
は
な
い
か
と
云
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
現
に
明
治
以
後
に
命
名
し

た
山
口
県
の
大
和
村
、
愛
知
県
一
宮
布
の
大
和
町
に
も
共
に
有
名
な
三
輪
の

神
社
が
あ
り
、
又
愛
知
県
宝
飯
郡
一
宮
村
大
和
に
も
参
河
一
宮
砥
鹿
神
社
が

あ
り
、
祭
神
は
大
国
主
神
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
殊
に
北
海
道
虻
田
郡
豊
浦

村
に
は
、
大
和
・
美
和
の
部
落
が
あ
る
が
、
問
村
役
場
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、

大
和
は
元
、
貫
気
態
と
呼
び
、
美
和
も
元
は
壮
滝
別
と
呼
ば
れ
た
と
云
う
。

命
名
の
動
機
は
昭
瀦
元
年
字
名
筆
地
番
変
更
の
際
大
同
団
結
し
よ
う
と
し
て

大
和
、
美
し
く
和
し
よ
う
と
し
て
美
和
と
し
た
の
だ
と
云
う
。
出
身
地
も
、

新
潟
県
や
東
北
地
方
の
人
が
多
く
、
大
和
の
出
身
者
で
は
な
い
と
云
う
。
こ

う
云
う
点
は
自
誠
し
て
論
を
進
め
ね
ば
な
る
ま
い
。

⑭
太
田
亮
氏
日
本
古
代
史
観
研
究
。

⑮
歴
史
一
ノ
一
和
田
清
博
士
壁
土
倭
人
伝
に
関
す
る
一
解
釈
。

⑯
前
掲
魏
志
倭
人
伝
雑
考
。

⑰
神
道
史
研
究
第
四
巻
第
四
号
「
志
賀
堅
守
大
和
神
社
新
考
」
に
よ
れ
ば
、

セ
　
　
じ大

和
神
社
の
最
初
の
社
地
は
長
丘
寺
の
前
だ
ろ
う
と
い
う
。

ヤマ ト重也・名考　（中山）
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